
設問№ 科目平均 全体平均

Ⅰ.(1) 3.54 3.39

Ⅰ.(2) 3.63 3.47

Ⅰ.(3) 3.03 2.91

Ⅱ.(4) 2.94 3.05

Ⅱ.(5)

Ⅱ.(6)

Ⅱ.(7) 3.23 3.32

Ⅱ.(8) 3.26 3.39

Ⅱ.(9) 3.20 3.27

Ⅱ.(10) 3.29 3.28

Ⅱ.(11) 3.40 3.09

Ⅱ.(12) 3.49 3.43

Ⅱ.(13) 3.40 3.43

満足度 Ⅱ.(14) 3.34 3.36

ノートをとる
   先生に
  質問する

復習をする
  図書館や
インターネット

　何もして
　　いない

Ⅳ.(15) 54.3% 22.9% 11.4% 17.1% 17.1%

本科目平均 全体平均

奈良学園大学

授業を理解するための工夫

 自身の
受講姿勢

Ⅰ.(1)～(3)

3.40 3.26

③アンケート全体を通しての自己評価、及び、今後の授業改善計画について

講義内容・
方法

Ⅱ.(4)～
(13)

3.28 3.28

　実践的な英語でありつつ、文法事項を扱う内容であるが、受講生
の積極的な姿勢もあり、必要事項を押さえることができたと考える。
英語は元々好きではない学生も多くいたことから、授業方法に一貫
性がありながらも、毎回異なるタスクで引きつけられるよう配慮し
た。今後は、授業外学習の必要性を強く訴え、より英語力があげら
れるように励ましていきたい。

講義科目　授業アンケート結果 　　　　　アンケート結果に対する教員のフィードバックシート

授 業 年 度 2014年度　後期
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身
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勢
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教   員   名

受
講
内
容
・
方
法

　できるだけ多くの会話に関するタスクを与えて、文法事項が達成
できるよう配慮した。また前期からの改善として、前回の復習を
warm upに入れ、受講生が前回何をし、今回何を学ぶのかが自然
と気づけるようなタスクを入れるようにした。毎回新しい事項を学習
したが、よくついてきたクラスでもあった。「難易度が高い」3.49であ
る点は自信のなさの表れだと考えられる。クラスメイトとの英会話も
スムーズにいくよう配慮したが、期待以上の会話をしているペアが
あった点は嬉しく思う。

※レーダーチャートの平均は４段階評価　４(そう思う)、３(ややそう思う)、２，(あまりそう思わない）、１（そう思わない)

〈※複数選択可項目〉

①授業計画の達成度について

　本授業は、「英会話Ⅰ」で学習した文法・語彙を発展させながら、
相手と自分の背景の違いを認識し、どのような意図で相手が言葉
を発し、それに自分がどのように答えるのかという他者との関係を
意識した英語コミュニケーション能力の向上を目指した。授業計画
は、受講生の協力もあり、概ね達成されたと考えている。

②授業の進め方について

Ⅲ.(14)
3.34 3.36
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